
     地理 A 課題プリント（1/25～1/29 分)  No.3  教科書 P.130・131 
準拠ノートを提出して、手元にない人がいますので、同じ内容文章にしてあります。 

※ ３年６組 ノート提出者へ 学校にノートを 26 日、27 日に学校に取りに来てくださ

い。ノートは 3-6 教室においてあります。ノートがないと学習できません。必ず取りに

来るように                

作業 〇 教科書 p130②図を見て、円グラフのフランス語の表示部分と、1 ㎢あたりの 

    人口密度が 0.4 人以上の地域とを、把握（ノートでは着色）せよ。 

   ケベック州の人口が（ア ２）番目に多く、（イ フランス）語を話す人の割合

が一番多いね。   

確認 教科書を参考にして、次の文章に適語を記入し、内容を理解しよう。 

 ■カナダは①           を発展させてきた。最初に入植した②       

    

  とイギリスがカナダを支配下におき、イギリス系住民と②系住民は長い間共存した。 

 ■今日のカナダで英語とフランス語が公用語とされ、③         がとられ

て  いる。またアメリカインディアン、④          などの先住民もいる。 

 ■カナダの人口は⑤                    に集中し、南東部では工業がさかんである。 

 また、マニトバ、サスカチュワン、アルバータの３州では大規模な農業が行われ、ア 

 メリカ合衆国の⑥          によって輸出されている。     

  ■アメリカ合衆国、カナダ、メキシコの間で、1994 年に⑦             

  （NAFTA)が成立した。協定の成立後は、カナダとメキシコ間の貿易も増えるなど、 

 貿易の活発化による経済効果も出てきている。 

  ケベック州の独立？ 

 （ア       ）人入植者が築いた仏領カナダ、ニューフランスを起源とするケ

ベック州では、人口の約（イ  ）割が（ウ      ）系であり、カナダから の

（エ       ）運動がたびたび起きています。1980 年と 1995 年に実施された

州民投票では、（オ       ）系企業が州外に脱出し、経済的に低迷するこ こ

とをおそれた人々が反対に回り、（カ    ）派は敗れました。危機感をもった連 

邦政府は、州政府への権限移譲などの宥和政策をはかっています。 

          

解答 まず教科書のみ見て解答し、その後に確認すること。 

  ①多民族社会 ②フランス ③多文化主義 ④イヌイット ⑤南部 ⑥穀物メジャー 

 ⑦北米自由貿易協定  

 ア.フランス イ.８ ウ.フランス エ.分離独立 オ.イギリス カ.独立 

      



地理 A 課題プリント（1/25～1/29 分)  No.4  教科書全般 
 一年間の「地理 A」の学習も卒業考査をもって終了になります。コロナの影響がとく

に年度始めと年度末に出たことで、十分に時間も確保できなかったことを残念に思って

います。ついては、以下にあげた実績を参考に、気が付いたことを自由に書いてくださ

い。 

   ・位置と国家  （４・５月課題、６月前半は課題をもとに学習した） 

   ・地形と地域調査      （６月後半～７月前半に学習した） 

   ・気候                （７月後半～９月上旬に学習した） 

   ・東アジア            （９月中旬～10 月上旬に学習した） 

   ・東南アジア     （10 月中旬～下旬に学習した） 

   ・欧ロ・学校周辺写真      （11 月～12 月上旬に学習した） 

   ・アングロアメリカ    （12 月中旬～１月中旬、下旬は課題で学習した） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 ３年       組   番 氏名 


